
「
サ
ル
バ
ル
サ
ン
」
注
射
の
奏
敷
ゼ
る
ウ
ェ
ル
ホ
ー
プ
浅

紫
班
病
の
一
例

東
京
女
子
讐
學
專
門
學
校
病
院
小
見
科
教
室
（
磯
田
教
授
）

　
　
　
　
　
　
期
野
邊
　
　
静

子

　
ウ
ェ
ル
ホ
F
フ
氏
型
紫
斑
病
は
原
因
不
明
7
1
ひ
る
特
登
性
の
も
の
と
．
原
因
的
疾
患
の
明
か
な
る
所
謂
症
候
性
の
も
の
と
の
二

種
に
旺
呈
し
得
る
こ
と
は
成
書
に
も
記
載
せ
ら
る
㌦
所
な
う
。
私
は
最
近
ウ
ェ
ル
ホ
ー
フ
氏
病
の
一
例
に
遭
遇
し
セ
る
と
こ
ろ

患
兇
は
ワ
氏
反
撃
彊
陽
性
を
呈
し
た
る
を
以
て
「
サ
川
バ
膨
ず
ン
」
注
射
を
施
行
し
た
る
に
血
液
に
顯
著
の
影
響
を
現
は
し
た
る

を
以
て
そ
の
一
例
を
報
告
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。

患
晃
〇
三
〇
妻
○
　
↓
一
二
年
一
ケ
月
、
女
冤
。

主
訴
。
皮
膚
の
斑
黙
、
顔
色
蒼
自
。

珈
W
甑
静
。
　
昭
和
山
ハ
翻
・
山
ハ
月
十
日
。

家
族
歴
。
母
は
病
名
不
明
に
て
八
年
前
に
死
亡
せ
う
。
父
は
健
康
に
し
て
父
方
の
禮
母
が
時
々
關
節
痛
を
儲
む
。
姉
妹
二
人
で

入
歳
の
妹
あ
る
も
健
在
な
り
。
血
族
に
遺
樽
的
疾
患
並
に
陶
類
の
疾
患
を
認
め
ら
れ
す
。

　
　
　
川
野
邊
封
サ
ル
バ
ル
サ
ン
注
射
の
奉
ρ
数
せ
る
ウ
エ
ル
ホ
ー
プ
氏
病
の
一
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



　
　
　
川
野
蓬
q
サ
ル
バ
ル
サ
ン
注
射
の
湊
数
ぜ
ろ
ウ
エ
ル
ホ
！
フ
氏
病
の
一
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
五
六

既
往
窪
。
實
母
死
別
の
細
め
詳
細
な
る
既
往
症
を
探
知
し
得
ぎ
る
も
麻
疹
を
経
過
せ
る
外
特
別
の
病
氣
に
罹
り
し
事
な
き
が

如
し
。

　
一
年
前
全
身
皮
膚
に
虚
無
の
前
面
様
の
も
の
現
は
れ
約
十
日
間
に
し
て
消
失
し
、
當
時
鼻
出
血
を
俘
ひ
其
後
も
時
々
鼻
出
血

を
起
し
た
と
言
ふ
Q

現
症
。
⊥
ハ
月
一
日
頃
何
等
原
因
な
く
皮
層
に
大
小
種
々
の
斑
画
譜
は
れ
始
め
は
下
腿
、
上
肢
、
腋
窩
次
で
全
身
に
廣
れ
り
。
其

頃
よ
り
顔
色
幾
分
蒼
自
に
な
り
し
と
云
ふ
。
腹
痛
、
苦
節
痛
な
く
氣
分
も
李
常
に
し
て
寸
土
等
認
め
ら
れ
す
食
慾
尋
常
に
し
て

使
短
は
一
日
一
回
な
り
と
言
ふ
。

現
症
毒
見
。
榮
器
量
態
は
多
少
不
良
に
し
て
顔
色
舌
偏
に
蒼
自
な
り
。
皮
層
に
は
謡
歌
及
栗
粒
大
乃
至
麻
實
大
の
出
血
黙
全
身

に
見
ら
れ
、
殊
に
胸
部
、
腹
部
、
肩
騨
部
に
多
藪
認
め
β
る
。
其
外
事
上
肢
、
腹
壁
、
右
下
肢
に
そ
れ
ぞ
れ
三
一
四
ヶ
宛
、
腋
窩

に
一
ケ
の
大
な
る
赤
紫
色
の
斑
状
出
血
を
認
む
。
其
の
形
は
圓
形
若
く
は
不
正
擶
圓
形
に
し
て
大
さ
は
小
な
る
は
栂
指
頭
大
、

大
な
る
は
鶉
卵
大
に
及
ぶ
。

　
口
腔
粘
膜
に
は
硬
口
蓋
に
馬
三
－
四
箇
、
照
門
粘
膜
に
一
箇
の
樹
状
出
血
あ
り
。
結
膜
に
獲
り
な
く
鼻
出
血
を
認
め
す
。

　
胸
部
、
腹
部
の
内
臓
、
淋
巴
腺
、
骨
系
統
に
異
常
な
く
肝
臓
、
脾
臓
を
ふ
れ
す
四
肢
骨
は
臨
休
上
の
み
な
ら
す
、
X
磯
明
眞
に

よ
る
も
病
的
礎
化
を
見
す
、
尿
は
「
イ
ン
ヂ
カ
ン
」
、
「
ウ
ロ
ビ
ソ
ノ
r
ゲ
ン
」
弱
陽
性
の
外
、
蛋
自
、
糖
、
「
ア
セ
ト
ン
し
、
「
ヂ

ア
ツ
ご
、
「
グ
メ
リ
ン
」
、
「
ウ
ロ
ビ
リ
ン
し
凡
て
陰
性
、
沈
液
に
赤
血
球
な
し
。
便
に
少
歎
の
鞭
轟
々
を
設
明
し
た
外
、
他
の
寄

生
鐙
を
見
す
、
潜
血
試
瞼
陰
性
。

　
列
ー
ッ
セ
ル
マ
ン
氏
反
慮
は
張
陽
性
な
る
も
他
に
何
等
の
徽
毒
症
候
を
認
め
す
Q

　
マ
ン
ト
ウ
氏
反
鷹
陽
性
に
し
て
縦
四
十
糎
、
横
三
十
五
糎
、
封
象
は
縦
横
共
に
五
糎
。



　
血
液
所
見
は
表
一
の
如
し
。

　
血
小
板
藪
（
フ
ォ
ニ
オ
氏
法
）
こ
萬
四
千
六
百
五
十
即
ち
健
康
児
（
十
三
萬
一
十
五
萬
）
に
比
し
著
し
く
減
少
。
凝
固
時
間
（
佐

藤
氏
法
）
三
分
に
し
て
殆
ん
ど
正
常
。

　
出
血
時
問
は
フ
ラ
ン
ケ
八
筋
を
用
ひ
て
二
十
三
分
帥
ち
著
し
き
延
引
を
示
す
。
（
正
常
一
一
三
分
）

と
竃

齢
誇
蔓

皿
旨
海

髪
嚢
下
き

騎
ウ
謎

b3
@
⊂
降
窃
O

1　Fiz

唱（

　
以
上
の
所
見
殊
に
血
液
所
見
に
よ
り
血
小
板
減
少
症
3
即
ち
ウ
川
ホ
耳
フ
氏
病
難
棋
聖
病
な
る
三
明
か
な
り
。

経
過
　
六
月
十
一
目
入
院
し
入
院
後
は
安
艀
と
「
ト
・
ン
ボ
ダ
ソ
」
注
射
と
を
行
ひ
．
纒
過
を
観
察
す
る
こ
と
＼
せ
り
、
「
ト
ロ
ン

ボ
ゲ
ン
」
は
⊥
ハ
月
十
一
日
よ
り
十
六
昌
ま
で
毎
麗
三
藍
皮
下
に
注
射
せ
り
。
治
療
脛
女
中
症
候
は
次
第
に
輕
快
し
六
月
十
九
臼

口
腔
内
に
二
三
箇
の
黙
歌
出
壷
．
を
生
ぢ
た
外
．
新
し
き
皮
下
出
血
は
一
ヶ
所
も
現
は
れ
ざ
り
き
。
而
し
て
血
液
は
表
二
に
示
す

如
き
痙
化
を
と
れ
り
。
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川
野
濁
野
サ
ル
バ
ル
サ
y
注
射
の
奏
数
せ
ろ
ウ
並
ル
ホ
ー
フ
氏
病
の
】
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
五
八

　
帥
ち
出
血
歪
面
は
六
月
十
日
に
二
十
三
分
の
も
の
が
漸
時
短
く
な
り
、
六
月
十
九
日
に
は
五
分
と
な
り
し
も
術
正
常
値
よ
b

多
少
延
引
す
。
血
小
板
は
動
接
を
示
し
或
時
は
幾
分
増
加
し
、
叉
或
時
は
著
し
く
減
少
し
て
血
小
板
藪
は
依
然
と
し
て
正
常
に

復
す
る
事
を
得
す
。

　
「
サ
ル
バ
ル
サ
ン
」
治
療
。
こ
、
に
於
て
患
見
は
ワ
謀
反
慮
強
陽
性
な
る
を
以
て
「
サ
ル
バ
ル
サ
ン
」
療
法
を
試
み
柁
ら
ん
に
は

・
或
は
血
小
板
籔
に
影
響
せ
ざ
る
や
を
思
ひ
、
「
サ
川
バ
川
サ
ン
」
注
射
を
施
行
す
る
事
と
せ
り
。
即
六
月
二
十
七
日
置
り
八
月
十
五

日
ま
で
膿
重
一
肝
に
徹
し
、
「
サ
川
バ
ル
サ
ン
」
O
・
〇
一
の
割
に
て
前
後
八
回
の
注
射
を
行
へ
り
。
而
る
に
血
液
の
礎
化
は
表
三

め
如
く
血
小
板
の
増
加
顯
著
に
も
て
李
常
位
に
接
近
し
、
出
血
応
問
も
漸
時
短
縮
し
て
健
康
児
に
等
し
く
な
b
た
る
を
見
セ
リ
。
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斯
く
の
如
く
に
し
て
血
液
の
血
小
板
歎
及
び
出
血
時
間
の
礎
化
容
易
に
恢
復
せ
ざ
b
し
も
の
が
「
ナ
川
バ
ル
サ
ン
」
注
射
に
よ

り
て
著
明
の
数
果
を
見
柁
る
は
興
味
あ
る
も
の
な
り
と
思
考
す
。
　
（
本
患
見
ほ
日
本
小
見
科
學
曾
東
京
地
方
時
に
て
供
覧
ぜ
し
も
の
な
り
）

　
　
終
に
御
指
導
仰
ぎ
し
磯
田
教
綬
、
病
理
學
敢
篭
に
深
謝
す
。
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